
水
銀
に
よ
る
環
境
の
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
二
十
七
年
六
月
十
一
日

参

議

院

環

境

委

員

会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一
、
水
銀
等
に
よ
る
環
境
の
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
計
画
に
つ
い
て
は
、
関
係
行
政
機
関
の
一
層
の
連
携
の
下
、
地
方
公
共
団

体
及
び
関
係
事
業
者
等
の
意
見
を
十
分
反
映
し
た
上
で
早
期
に
策
定
す
る
と
と
も
に
、
水
銀
等
に
よ
る
環
境
の
汚
染
の
防
止

に
関
す
る
措
置
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
推
進
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
実
効
性
を
中
長
期
的
に
担
保
し
て
い
く
た
め
、
適

時
適
切
に
計
画
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

二
、
水
銀
使
用
製
品
が
廃
棄
物
と
な
っ
た
際
の
適
正
な
回
収
・
処
理
が
確
実
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
国
は
回
収
等

の
枠
組
み
の
構
築
に
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
財
政
的
支
援
を
含
め
市
町
村
等
の
取
組
を
促
進
す
る
た
め
に

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
水
銀
使
用
製
品
の
製
造
・
輸
入
者
に
対
し
、
製
品
を
製
造
・
輸
入
し

た
責
任
を
踏
ま
え
積
極
的
に
回
収
を
促
す
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
、
廃
金
属
水
銀
等
の
長
期
管
理
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
水
銀
の
安
定
化
技
術
及
び
処
分

技
術
に
関
す
る
調
査
研
究
を
継
続
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
始
め
、
国
が
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
。

四
、
水
銀
に
よ
る
環
境
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
に
は
水
銀
に
関
す
る
正
し
い
知
識
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
官
民
一

体
と
な
っ
て
そ
の
知
識
の
普
及
啓
発
に
取
り
組
む
こ
と
。



五
、
退
蔵
さ
れ
て
い
る
水
銀
血
圧
計
及
び
水
銀
体
温
計
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
な
不
適
正
処
理
の
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
た
め

短
期
間
に
集
中
的
に
回
収
・
処
分
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
、
市
町
村
及
び
事
業
者
団
体
等
と
連
携
し
効
率

的
に
回
収
等
を
行
う
枠
組
み
を
早
期
に
構
築
、
実
施
す
る
こ
と
。

六
、
我
が
国
か
ら
輸
出
さ
れ
る
水
銀
等
が
、
途
上
国
に
お
け
る
零
細
小
規
模
金
採
掘
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
健

康
被
害
や
環
境
汚
染
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
最
終
用
途
や
最
終
需
要
者
を
厳
格
に
確
認
す
る
な
ど
水
銀

等
の
輸
出
入
管
理
を
徹
底
し
、
実
効
性
あ
る
枠
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。

七
、
水
俣
病
の
経
験
と
教
訓
を
踏
ま
え
、
国
際
的
な
水
銀
対
策
を
牽
引
す
べ
き
我
が
国
は
、
水
銀
を
多
く
使
用
・
排
出
し
て

い
る
途
上
国
の
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
能
力
形
成
及
び
技
術
援
助
等
の
支
援
に
よ
り
貢

献
し
て
い
く
こ
と
。
ま
た
、
我
が
国
の
優
れ
た
水
銀
の
使
用
・
排
出
低
減
技
術
や
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
等
の
水
銀
管
理

技
術
の
海
外
展
開
を
図
っ
て
い
く
た
め
の
体
制
を
構
築
し
、
世
界
的
な
水
銀
使
用
の
低
減
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
。

八
、
鉛
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
等
の
水
銀
以
外
の
有
害
重
金
属
に
つ
い
て
も
、
そ
の
環
境
リ
ス
ク
の
削
減
に
向
け
、
国
際
的
な
動
向

を
注
視
し
つ
つ
、
我
が
国
の
知
見
と
経
験
を
生
か
し
て
、
関
係
行
政
機
関
と
連
携
の
下
、
積
極
的
な
国
際
貢
献
を
図
る
こ

と
。右

決
議
す
る
。


